
長久手市中央図書館 事業報告（６月分）

おはなし会

事業名 日時 参加人数

大人のおはなし会〔読書会〕
（吾亦紅）

６／４（火）
10：30～11：30

１２人

乳幼児向けおはなし会
〔ブックスタート併用日〕

（職員＋図書館ボランティア協力）

６／６（木）
11：00～11：30

９５人
対象児３３人

おはなし会
〔幼児から低学年〕

（図書館ボランティア）

６／８（土）
10：30～11：30

２０人

おはなし会
〔幼児から低学年〕

（図書館ボランティア）

６／１５（土）
14：00～14：30

６人

乳幼児向けおはなし会
〔ブックスタート〕

（職員＋図書館ボランティア協力）

６／１５（土）
15：00～15：30

３２人
対象児　６人

乳幼児向けおはなし会
（図書館ボランティア）
保健師育児相談

６／２０（木）
11：00～11：30

４８人(５人）

えいごのおはなし会
（レディバグ）

６／２２（土）
10：30～11：30

　　４１人

閲覧室内企画展示
テーマ 内　容 コメント

蒐集物（しゅうしゅうぶつ）
個人や各種機関・団体が集めた様々
なコレクションを紹介した本を100冊選

5/29～6/19で貸出冊数１５０冊。
棚の前に立ち、2冊、3冊と本を手に取る利用蒐集物（しゅうしゅうぶつ）

・コレクション
なコレクションを紹介した本を100冊選
書。収集・分類・発表という一連の愉し
みをまとめた書物を示す企画。

棚の前に立ち、2冊、3冊と本を手に取る利用
者が多い。利用者から「良い」という声も届いて
いる。

かずのほん
タイトルに数字が含まれるなどの「か
ず」に関連する児童書を５０冊選書。

4/24～6/19で貸出冊数５９４冊。
2周目、3周目も出ている。ストック棚に本がない
期間があって、利用率の高さもうかがえる。

タイムファンタジー
（時空を超えて）

今の子どもたちが夢中になっている
ゲームや映画の世界観を、文学でも
体験する意図。タイムトラベル、近未
来ＳＦなど、時に関するファンタジーの
児童書に絞り、５０冊を選書。

4/24～6/19で貸出冊数７５冊。
同じテーマの本でも、手に取りやすいものは借りら
れている様子。逆に借りられていないものもある。
今回は高学年以上向けだが、別の機会では低学
年向きも考える。タイムファンタジーは中高生向け
棚で取り上げるとよいかもしれない。

読み聞かせボランティアグ
ループ、図書館、学校連携
司書のおすすめ本

子ども読書の日「いちにちおはなし
会」にあわせ、同会の読み手のボラン
ティア、図書館、学校連携司書がおす
すめ本を３６冊選定。

4/24～6/19で貸出冊数１０４冊。
乳幼児から小学生向けまで幅広い対象年齢の
展示ではあったが、展示棚には常に数冊しか
残っておらず、ボランティア等のおすすめ本に
は魅力があると考えられる。

　親子でよみたい絵本
「国際アンデルセン賞（画家
賞）受賞の絵本」＆「JBBY選
おすすめ！世界の子どもの
本」

アンデルセンの誕生日にちなんで、
国際アンデルセン賞（画家賞）を受賞
した絵本35冊と、国際児童図書評議
会（JBBY)が推薦する世界の子どもの
絵本25冊、併せて合計60冊を選書。

4/24～6/19で貸出冊数１５１冊。
海外の絵本作家の本がよく利用された。定評
のあるロングセラー絵本だけでなく、あまり知ら
れていない画家の絵本も貸出された。この展示
は絵本を幅広く紹介するきっかけとなった。

男女共同参画関連図書
「女性の働き方を考える～自
分らしい生き方とは～」

たつせがある課との連携事業。国の
「男女共同参画週間（６月）」にあわ
せ、男女共同参画関連図書を30冊選
書。館内展示コーナー以外に、まち
づくりセンターにも展示。

5/29～6/19で貸出冊数１１冊。
利用者の出入りが多いカウンター近くの棚に設
置したため、本を手に取る様子は見られるが、
難しいテーマであり、貸出冊数は多くはない。

資料3



７月の予定
おはなし会

図書館見学（授業：小学３年生　社会見学）

学校名 日付 参加者数

南小学校 6/5（水） 109人（3クラス）

長久手小学校 6/7（金） 113人（3クラス）

西小学校 6/11（火） 80人（2クラス）

北小学校
6/12（水）
6/14（金）

78人（2クラス）
77人（2クラス）

事業名 日時

大人のおはなし会〔読書会〕
（吾亦紅）

７／２（火）
10：30～11：30

乳幼児向けおはなし会
〔ブックスタート併用日〕

（職員＋図書館ボランティア協力）

７／４（木）
11：00～11：30

おはなし会
〔幼児から低学年〕

（図書館ボランティア）

７／１３（土）
10：30～11：30

乳幼児向けおはなし会
（図書館ボランティア）
保健師育児相談

７／１８（木）
11：00～11：30

小学生向けおはなし会
（学校連携嘱託＋学校連携ボランティア協力）

７／１９（金）
14：00～14：30

おはなし会
〔幼児から低学年〕

７／２０（土）

閲覧室内 企画展示（７月から展示する新規分）

その他

〔幼児から低学年〕
（図書館ボランティア）

７／２０（土）
14：00～14：30

乳幼児向けおはなし会
〔ブックスタート〕

（職員＋図書館ボランティア協力）

７／２０（土）
15：00～15：30

えいごのおはなし会
（レディバグ）

７／２７（土）
10：30～11：30

小学生向けブックトーク
（学校連携嘱託＋学校連携ボランティア協力）

７／３１（水）
15：00～16：00

テーマ 内　容

セ・ン・ソ・ウ　～生きる権利を考える
新しい時代になった今、あらためて「生きる権利」を考えられるように、戦
争をテーマにした児童書を展示・貸出する。

オビオビ大作戦
夏休みの課題である読書感想文に向けた展示。手に取りやすくしてもら
う工夫として、一冊ずつに紹介文（帯）を付ける。

学校連携事業会議
７／１８（木）

１５:１５～１６：００
学校図書館担当教諭と中央図書館との相
互連携会議



本の展示企画を年間
19回開催

１.司書によるオリジナルな展示
の企画。

２.閉架の図書も展示図書に組
み込む。

３.選定したテーマに基づき本を
専用スペースに２ヶ月単位で展
示。

４.展示本の位置情報を変更入
力処理し、利用者が手に取りや
すくする。

５.貸出統計値を集計・分析し、
収集や次期企画に応用する。

棚27番（南玄関）
「蒐集物（しゅうしゅうぶ
つ）・コレクション」

棚24番（カウンター前）
「親子でよみたい絵本」
「読み聞かせボランティ
アグループ、図書館、学
校連携司書のおすすめ
本」
棚19番（児童書架）
「タイムファンタジー（時
空を超えて）」

北玄関棚
「かずのほん」

教育振興基本計画
基本施策9「魅力ある
図書館づくり」
①図書館利用の促進

１.不明化傾向に基づく本の配置
換え（随時）。

不明化傾向分析に基づ
く本の配置換えを継続。

第２次子ども読書活動
推進計画
基本目標Ⅱ-２-（２）

事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果

1
児童館図書室
の環境整備

児童館職員だけで
は徹底した書架構
築ができない

青少年児童セン
ターでの年間貸出
数1300冊

１.司書が選書した本を団体貸出
し、対象年齢別など、読者層に
応じた棚配置等を行う。

２.図書館が作成した本のPOPを
児童館へ提供する。（年1回程
度）

３.図書室利用状況は、貸出数で
把握するため、青少年児童セン
ターを含めた全児童館で集計・
分析した結果を基に選んだ図書
を貸出す。

・市が洞児童館入換え分
の選書作業及び日程調
整
・青少年児童センターの
１階プレイルームの30冊
をPOP付きで入換え。

2
本の展示の実
施

蔵書の魅力を伝え
る機会が少ない

令和元年度 中央図書館 事業進捗状況管理表
年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
備　考

児童館と入換え方法、状況調査調査方法を調整整備済み４館のメンテナンス

毎月の館内整理で、分野ごとに書架の配架内容を精査
棚27番

71冊 66冊  全数

(5冊) (5冊) （うち中央図書館からの本）

青少年児童センターの貸出数 集計と検証（毎月）

南児童館 団体貸出入替

下山児童館 団体貸出入替 西児童館 団体貸出入替

市が洞児童館 団体貸出入替

上郷児童館 団体貸出入替

棚 棚27番（南玄関） 棚27 棚27番 棚27番

棚24番 棚24番（カウン

ター前）
棚24番

北玄関棚 北玄関棚 北玄関棚 北玄関棚 北玄関棚

棚19番（児童 棚19番 棚19番 棚19番 棚19番棚

棚

24

北玄

関棚

延滞者へはがきを郵送。

延滞者への注意喚起
カードを窓口カウンター
にて手渡し。

※詳細値は6月25日の
館内整理日に集計予
定。

4 延滞対策事業
延滞本が発生して
いる

月次集計（1日～300
日）時点での延滞冊
数を900冊以内とす
る。

1.1日以上の延滞者へ窓口で注
意喚起。

２.7日以上の延滞者へ利用カー
ドの貸出禁止措置及び注意喚
起カードを窓口で手渡し。

３.15日以上の延滞者に督促は
がきを毎週郵送。

４.30日以上の長期延滞者に黄
色のはがきを毎週郵送。

５.30日以上の延滞者へ2週間に
一度督促電話。

６.60日以上の延滞者は貸出禁
止措置後、次回貸出時に職員
からの厳重注意。

3
不明化対策事
業

不明本が発生して
いる

年間の不明本冊数
減らす。
（前年度175冊、目標
150冊）

換え（随時）。

２.本にマーキング（館所蔵を表
示）

３.職員の巡回による抑止力強
化（1日2回程度）

4．持ち出し発生書架に警告表
示

５.防犯カメラ等の表示貼替え
（年３～４回）

く本の配置換えを継続。

本にマーキング（館所蔵
を表示）を継続。

持ち出し発生書架にブッ
クエンド型警告表示を設
置。

※詳細値は6月25日の
館内整理日に集計予
定。

1157 冊

延滞者に督促はがきを毎週郵送（通年）

延滞者へ注意喚起カードを窓口で配布（通年）

集計と検証（毎月）

不明化傾向分析に基づく本の配置換え、.本にマーキング（館所蔵を表示）

職員等による閲覧室巡回

集計と検証（毎月）

防犯カメラ等の表示貼替え 黄ばみ等の点検、位置変更など

2冊

1235 冊

6冊 1冊

1005 冊



事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果

令和元年度 中央図書館 事業進捗状況管理表
年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
備　考

総合計画アクションプ
ラン
基本目標５-政策１-施
策（1）

5
地域資料収集
事業

地域資料が整備さ
れていない

地域資料を年間260
冊収集し、蔵書として
整備する。

１.司書が専門的視点で郷土・行
政に関する資料を収集

２.特別資料室内でのテーマ展
示を開催

３.特別資料室の開架と閉架の
蔵書バランスを毎月点検する。

・地域資料収集冊数：79
冊（6月21日時点）

・特別資料閲覧室用の
図書140冊について、除
籍や蔵書登録等を行っ
た。

他館の取り組み方法等を情報収集

5

郷土・行政資料の収集

特別資料室内でのテーマ展示

内容検討


